小林多喜二と雨宮庸蔵 : 「中央公論」掲載をめぐって by Onishi, Yasumitsu
































































































































































































狙って書いたわけであるから、 それを全面的に削除されてしまっては、まったく不本意であった。多喜二は雨宮に対して「若し発禁のおそれがあるならば、「内検閲」 も受けて うすることも出来ないでょうか」（前掲二九年一〇月二四日付書簡）と詰め寄っ いた。信頼が損なわれたことの腹立たしさから、通常の手順 は異なる事前検閲でも構わ い――作家 側 ら検閲を求め のは 本来言論の自由反する行為なのだが、編集者に裏切られるよりもそ 方がマシであ――とま 思い詰めていたのである。
 
「雨宮庸蔵氏談話」には、「不在地主」掲載後に、多喜二が中央公
論社に雨宮を訪ねたときのエピソードが記されている。 雨宮によれば、多喜二は、 削除が残念であったと述べたうえで 削除 れ 部分を 「戦旗」に掲載したい。しかしその部分の原稿料はす に支払
われている。



























































 人間不在の作品は文学ではないからだ。多喜二などは志賀直哉のきびしい小説作法に、いかにして達し得るかに悩んでいたが、菊池寛は「きみ、プロ なん 文学ではないよ」とも放言していた。
 
にも拘わらずプロ作品に積極的に門戸を開いたのは、誌面に尖



























































































二の時代から長い時間を経過した後になされたものばかりなので、それらの発言をそのまま信用することはでき い面がある。しかし雨宮はおそ く、多喜二が弾圧を逃れて地下に潜伏してい こと自体は知っていたかもしれないが日本共産党員であったことは明確には知らなかったのではないか。「プロレタリア文化」や「プロレタリア演劇」などの追悼号に 多喜二が《党員作家》であったことが明言 ている。しかしそれらと同じ系統の雑誌はすべて発売頒布禁止処分を受けていたので、「中央公論」編集部は知らなかった可能性が高い。あるいは知らないふりをし のかもしれない。「転換時代」は「中央公論」の誌面を二号にわ って飾り、衆目を集めることになった 、夥しい伏字と削除のおかげで、内務省警保局図書課からは何のお咎めもなかった。
 
『小林多喜二全集』第七巻（新日本出版社）には、編集担当の中村






















番地の家は、凄惨な拷問の傷跡を残す多喜二の遺体が戻ってきた場所でもあった。この近く 四二五番地に住んでいた が、秋田県平鹿郡横手町（現横手市）出身の作家石川達三であった。多喜二虐殺から五年後の一九三八年三月に「中央公論」に発表 小説 生きてゐ 兵隊」が新聞紙法第四一条（安寧秩序紊乱）違反に問われて、発売頒布禁止処分を受ける。「反軍的内容をもった時局柄不穏当な作品」であったとされたために、軍法会議にかけられるかもしれないと脅され達三は馬橋の家から警察官に連行された。そのとき達三 脳裡に喜二虐殺の遺体写真が浮かび 多喜二 ように自分も殺されるかもれないという恐怖を抱いたのではなかろうか――
 
このとき中央公論社では、一九三七年一月から「中央公論」編集長
に復帰していた雨宮が、筆禍事件の責任をとって退社を余儀なくされた。雨宮と達三はともに禁固四カ月、執行猶予三年の刑を受 るこになる この きの弁護士は片山哲・石川忠（達三の弟）、福田耕太郎の
三名、控訴審において被告人弁護の証言をおこなったのは尾崎秀
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記
 
小林多喜二の本文は 新日本出版社版『小林多喜二全集』に拠っている。
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